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内容の要旨および審査の結果の要旨
β２￣ミクログロブリン（β２￣、）は，尿細管性腎疾患において尿中排せつが増加する低分子
蛋白であるが，尿細管障害を伴う慢性カドミウム中毒では重要な診断項目となっている。一方血
中のβ２－ｍはCd作業者において一次的に増加することが知られているが，その機序については
未だ明らかにされてはいない。本研究は生活環境の汚染によるCd暴露者について血中β２－ｍ増
加の機序を明らかにすることを目的として，尿および血清中β２－ｍを10年間追跡測定し，その
解明を試朶たしのである。
研究対象は富山県神通川流域のCd汚染地域に居住しCd暴露歴と，尿細管障害が認められるもの
（以下Cd暴露者）で，調査開始時の対象数は61名（男性５名，女性56名），平均年齢は71歳であ
る。また同県内のCd非汚染地区の114名を尿中β２－，，６０名を血清中β２－ｍの対照群として調
査し比較検討した。Ｃｄ暴露者の調査期間は1978年から1987年までの１０年間である。その結果は次
のごとく要約される
1．Ｃｄ暴露者のβ２－ミクログロブリン
(1)尿中β２－ｍはCd非暴露者の1,000倍の高濃度で検出された。(2)尿中β２－ｍ濃度は尿細管
機能の指標であるリゾチーム，リン再吸収率等との間に有意の相関が認められ，尿細管再吸収機
能の低下により増加したものと確認された。(3)尿中β２－ｍ濃度は血清頃β２－ｍ濃度と相関が
認められ，血清中に増加したβ２－ｍの影響も受けていることが示唆された。(4)血清中β２－ｍ
濃度は高齢層ほど高く，Ｃｄ非暴露者に比べ60,70歳代では有意に高かった。(5)血清中β２－ｍ濃
度は糸球体機能の指標である血清クレアチニン，尿素窒素やクレアチニン・クリアランスと有意
な相関を認め，これらの経年変化と相伴う変化を示し，糸球体機能低下により増加したものと確認された。
2．Ｃｄ暴露者の腎機能の経年変化
血清中β２－ｍ濃度から推定して，本研究開始以前の1972年には既に糸球体機能，尿細管機能
は共に低下していたと推定された。1978年以降の10年間では糸球体機能低下がさらに進行してい
た。しかし尿細管機能はほとんど変化していないことが判明した。
以上，本研究はCd暴露者の腎障害を糸球体機能と尿細管機能の両面から検討し，尿あるいは血
清におけるβ２－ｍがそれぞれ異なる意義を有することを初めて明らかにしたもので，Ｃｄ暴露の
生体影響に関する疫学的，臨床医学的判断に際して寄与する貴重な労作として評価される。
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